
(57)【要約】

【課題】ＤＰＦの再生時間を短縮するとともに燃費の向

上をも図ることができるフィルタ再生制御装置を提供す

る。

【解決手段】ディーゼル機関の排気系に設けられ、排ガ

ス中のパティキュレートを捕捉するフィルタ１２と、フ

ィルタの再生時期を検出する検出手段２１と、フィルタ

の再生時期を検出したらポスト噴射を行ってフィルタの

温度を上昇させて堆積しているパティキュレートを燃焼

させる制御手段３０とを備えるディーゼル機関のフィル

タ再生制御装置であって、排気系の熱によって加熱され

た空気を通流可能なホットエアダクト１４と、外気を通

流可能な新気ダクト２と、ディーゼル機関の吸気系にホ

ットエアダクト及び新気ダクトに連通して設けられ、ホ

ットエアダクト又は新気ダクトから吸入する空気を切り

替える吸気切替手段３とを備え、フィルタを再生すると

きにホットエアダクトから加熱空気を吸入するようにし

た。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 排 気 系 に 設 け ら れ 、 排 ガ ス 中 の パ テ ィ キ ュ レ ー ト を 捕 捉 す る フ ィ ル タ
と 、
　 前 記 フ ィ ル タ の 再 生 時 期 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 フ ィ ル タ の 再 生 時 期 を 検 出 し た ら ポ ス ト 噴 射 を 行 っ て 前 記 フ ィ ル タ の 温 度 を 上 昇 さ
せ て 堆 積 し て い る パ テ ィ キ ュ レ ー ト を 燃 焼 さ せ る 制 御 手 段 と 、
を 備 え る デ ィ ー ゼ ル 機 関 の フ ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 排 気 系 の 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ た 空 気 を 通 流 可 能 な ホ ッ ト エ ア ダ ク ト と 、
　 外 気 を 通 流 可 能 な 新 気 ダ ク ト と 、
　 前 記 デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 吸 気 系 に 前 記 ホ ッ ト エ ア ダ ク ト 及 び 前 記 新 気 ダ ク ト に 連 通 し て 設
け ら れ 、 前 記 ホ ッ ト エ ア ダ ク ト 又 は 前 記 新 気 ダ ク ト か ら 吸 入 す る 空 気 を 切 り 替 え る 吸 気 切
替 手 段 と 、
を 備 え 、
　 前 記 フ ィ ル タ を 再 生 す る と き に 前 記 ホ ッ ト エ ア ダ ク ト か ら 加 熱 空 気 を 吸 入 す る よ う に し
た 、
こ と を 特 徴 と す る デ ィ ー ゼ ル 機 関 の フ ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ホ ッ ト エ ア ダ ク ト を 通 流 す る 空 気 を 、 前 記 フ ィ ル タ の 放 熱 に よ っ て 加 熱 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ー ゼ ル 機 関 の フ ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ ィ ル タ を 再 生 す る と き で あ っ て も 、 機 関 負 荷 が 高 い と き は 前 記 新 気 ダ ク ト か ら 空
気 を 吸 入 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ー ゼ ル 機 関 の フ ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ィ ル タ に 流 入 す る 排 ガ ス の 温 度 を 検 知 す る 排 温 検 知 手 段 を 備 え 、
　 前 記 フ ィ ル タ の 再 生 時 期 を 検 出 し た と き で あ っ て も 、 前 記 フ ィ ル タ に 流 入 す る 排 ガ ス の
温 度 が パ テ ィ キ ュ レ ー ト の 燃 焼 温 度 を 超 え る と き は ポ ス ト 噴 射 を 行 わ な い 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ー ゼ ル 機 関 の フ ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 吸 気 系 で あ っ て 、 前 記 吸 気 切 替 手 段 の 下 流 側 に 設 け ら れ 、 吸 気 を
冷 却 す る イ ン タ ー ク ー ラ と 、
　 前 記 吸 気 切 替 手 段 の 切 り 替 え に よ っ て 前 記 ホ ッ ト エ ア ダ ク ト か ら 加 熱 空 気 を 吸 入 す る と
き に 、 前 記 イ ン タ ー ク ー ラ に よ る 吸 気 の 冷 却 を 抑 制 す る 吸 気 冷 却 抑 制 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ー ゼ ル 機 関 の フ ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 イ ン タ ー ク ー ラ に 冷 却 風 を 供 給 す る 冷 却 風 取 入 口 を 備 え 、
　 前 記 吸 気 冷 却 抑 制 手 段 は 、 前 記 冷 却 風 取 入 口 に 設 け ら れ 、 開 閉 し て そ の 冷 却 風 取 入 口 か
ら 取 り 入 れ ら れ る 冷 却 風 を 制 御 し て 、 前 記 イ ン タ ー ク ー ラ に よ る 吸 気 の 冷 却 を 抑 制 す る 開
閉 弁 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ィ ー ゼ ル 機 関 の フ ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 イ ン タ ー ク ー ラ の 上 流 側 の 吸 気 通 路 と 下 流 側 の 吸 気 通 路 と を 連 通 し て 、 そ の イ ン タ
ー ク ー ラ を 迂 回 可 能 な バ イ パ ス 通 路 を 備 え 、
　 前 記 吸 気 冷 却 抑 制 手 段 は 、 吸 気 を 前 記 バ イ パ ス 通 路 に 通 流 さ せ る こ と で 、 吸 気 が 前 記 イ
ン タ ー ク ー ラ で 冷 却 さ れ る こ と を 抑 制 す る 流 路 切 替 弁 で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ィ ー ゼ ル 機 関 の フ ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 排 ガ ス 浄 化 対 策 と し て 使 用 す る フ ィ ル タ を 再 生 す る 制 御 装
置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン で は 、 従 来 か ら 排 ガ ス の 浄 化 対 策 と し て 排 気 管 の 途 中 に Ｐ Ｍ (Parti
culate Matter： 粒 子 状 物 質 )を 捕 捉 す る Ｄ Ｐ Ｆ (diesel Particulate Filter)を 装 備 し て
い る 。 こ の 種 の Ｄ Ｐ Ｆ は 、 コ ー ジ ェ ラ イ ト 等 の セ ラ ミ ッ ク か ら 成 る 多 孔 質 の ハ ニ カ ム 構 造
と な っ て お り 、 格 子 状 に 区 画 さ れ た 各 流 路 の 入 口 が 交 互 に 目 封 じ さ れ 、 入 口 が 目 封 じ さ れ
て い な い 流 路 に つ い て は 、 そ の 出 口 が 目 封 じ さ れ る よ う に な っ て お り 、 各 流 路 を 区 画 す る
多 孔 質 薄 壁 を 透 過 し た 排 ガ ス の み が 下 流 側 へ 排 出 さ れ る よ う に し て あ る 。 こ の 多 孔 質 薄 壁
の 内 側 表 面 で 排 ガ ス 中 の Ｐ Ｍ を 捕 捉 し 堆 積 す る 。 こ の 堆 積 量 が 増 大 し す ぎ て は 目 詰 ま り を
生 じ て し ま う の で 、 適 宜 Ｐ Ｍ を 燃 焼 除 去 し て Ｄ Ｐ Ｆ を 再 生 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 ア ル ミ ナ に 白 金 を 担 持 さ せ 、 さ ら に 適 宜 な 量 の セ リ ウ ム 等 の
希 土 類 元 素 を 添 加 し た 酸 化 触 媒 を 一 体 的 に 担 持 さ せ た Ｄ Ｐ Ｆ を 使 用 し て い る 。 こ の よ う に
す る と 、 捕 捉 し た Ｐ Ｍ の 酸 化 反 応 が 促 進 さ れ て 着 火 温 度 が 低 下 す る 。 そ の た め 、 従 来 よ り
も 低 い 排 気 温 度 で Ｐ Ｍ を 燃 焼 除 去 す る こ と が 可 能 に な る 。 そ し て 、 エ ン ジ ン か ら 排 出 さ れ
た 直 後 の 排 ガ ス の 熱 を 、 ヒ ー ト パ イ プ で Ｄ Ｐ Ｆ の す ぐ 上 流 に 伝 導 す る よ う に す る こ と で 、
Ｐ Ｍ を 燃 焼 除 去 し て Ｄ Ｐ Ｆ を 再 生 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ９ ５ ０ ２ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 前 述 し た 従 来 装 置 は 、 排 気 管 を バ イ パ ス す る ヒ ー ト ポ ン プ を 設 け る こ と で 、 エ
ン ジ ン か ら 排 出 さ れ た 直 後 の 排 ガ ス の 熱 を Ｄ Ｐ Ｆ の す ぐ 上 流 に 伝 導 す る よ う に し て い る が
、 そ の 効 果 は 排 気 管 途 中 で の 排 気 温 度 の 低 下 を 減 少 さ せ る の に と ど ま る の で 、 Ｄ Ｐ Ｆ 再 生
と い う 効 果 は そ れ ほ ど 大 き い も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 Ｄ Ｐ Ｆ の 再 生 時 間
を 短 縮 す る と と も に 燃 費 の 向 上 を も 図 る こ と が で き る フ ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 以 下 の よ う な 解 決 手 段 に よ り 前 記 課 題 を 解 決 す る 。 な お 、 理 解 を 容 易 に す る た
め に 本 発 明 の 実 施 形 態 に 対 応 す る 符 号 を 付 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 排 気 系 に 設 け ら れ 、 排 ガ ス 中 の パ テ ィ キ ュ レ ー ト を 捕 捉 す
る フ ィ ル タ （ １ ２ ） と 、 前 記 フ ィ ル タ の 再 生 時 期 を 検 出 す る 検 出 手 段 （ ２ １ ） と 、 前 記 フ
ィ ル タ の 再 生 時 期 を 検 出 し た ら ポ ス ト 噴 射 を 行 っ て 前 記 フ ィ ル タ の 温 度 を 上 昇 さ せ て 堆 積
し て い る パ テ ィ キ ュ レ ー ト を 燃 焼 さ せ る 制 御 手 段 （ ３ ０ ） と を 備 え る デ ィ ー ゼ ル 機 関 の フ
ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 で あ っ て 、 排 気 系 の 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ た 空 気 を 通 流 可 能 な ホ ッ ト エ
ア ダ ク ト （ １ ４ ） と 、 外 気 を 通 流 可 能 な 新 気 ダ ク ト （ ２ ） と 、 前 記 デ ィ ー ゼ ル 機 関 の 吸 気
系 に 前 記 ホ ッ ト エ ア ダ ク ト 及 び 前 記 新 気 ダ ク ト に 連 通 し て 設 け ら れ 、 前 記 ホ ッ ト エ ア ダ ク
ト 又 は 前 記 新 気 ダ ク ト か ら 吸 入 す る 空 気 を 切 り 替 え る 吸 気 切 替 手 段 （ ３ ） と を 備 え 、 前 記
フ ィ ル タ を 再 生 す る と き に 前 記 ホ ッ ト エ ア ダ ク ト か ら 加 熱 空 気 を 吸 入 す る よ う に し た こ と
を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ィ ル タ を 再 生 す る と き に ホ ッ ト エ ア ダ ク ト か ら 加 熱 空 気 を 吸 入 す る
よ う に し た の で 、 排 気 温 度 が 上 昇 し ポ ス ト 噴 射 を 低 減 す る こ と が で き る 。 そ の た め 燃 費 が
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向 上 す る 。 ま た フ ィ ル タ の 再 生 時 間 の 短 縮 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 等 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 本 発 明 に よ る Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 制 御 装 置 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 は じ め に Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 制 御 装 置 １ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ は 酸 化 触 媒 を 一 体
的 に 担 持 し た タ イ プ の も の で あ り 、 Ｈ Ｃ (Hydro Carbon)を 酸 化 （ 燃 焼 ） 可 能 で あ る 。 Ｄ Ｐ
Ｆ １ ２ の 周 囲 に は 、 周 辺 部 品 に 対 す る 熱 影 響 （ 熱 害 ） を 防 止 す る た め の 遮 熱 板 １ ３ が 設 け
ら れ て い る 。 そ の Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ 及 び 遮 熱 板 １ ３ の あ い だ の 空 間 か ら 外 気 を 吸 入 可 能 で あ り 、
そ の 吸 入 さ れ た 空 気 は ホ ッ ト エ ア ダ ク ト １ ４ に 通 流 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 吸 気 切 替 弁 ３ は 、 開 閉 し て ホ ッ ト エ ア ダ ク ト １ ４ 及 び 新 気 ダ ク ト ２ か ら 吸 入 す る 空 気 を
切 り 替 え る 。 吸 気 切 替 弁 ３ が 開 弁 す る と ホ ッ ト エ ア ダ ク ト １ ４ か ら の 空 気 を 吸 入 す る 。 吸
気 切 替 弁 ３ が 閉 弁 す る と 新 気 ダ ク ト ２ か ら 空 気 を 吸 入 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 吸 入 さ れ た 空 気 は 、 エ ア ク リ ー ナ ４ で 清 浄 さ れ 、 エ ア フ ロ ー メ ー タ ５ で 吸 入 量 が 検 出 さ
れ 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ６ で 過 給 さ れ 、 イ ン タ ー ク ー ラ ７ で 冷 却 さ れ 、 イ ン テ ー ク シ ャ ッ タ
８ 、 イ ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド ９ を 通 流 し て エ ン ジ ン 本 体 １ ０ に 吸 入 さ れ る 。 そ の 空 気 に 対
し て 、 燃 料 ポ ン プ １ ５ か ら コ モ ン レ ー ル １ ６ に 供 給 さ れ た 燃 料 が イ ン ジ ェ ク シ ョ ン ノ ズ ル
１ ７ か ら 噴 射 さ れ る 。 す る と 着 火 し て 、 燃 焼 ガ ス が エ キ ゾ ー ス ト マ ニ ホ ー ル ド １ １ か ら 排
気 さ れ る 。 そ し て 、 そ の 燃 焼 ガ ス 中 の Ｐ Ｍ （ 煤 ） が Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ で ト ラ ッ プ （ 堆 積 ） さ れ る
。 な お 、 燃 焼 ガ ス の 一 部 は 、 エ キ ゾ ー ス ト マ ニ ホ ー ル ド １ １ か ら 、 Ｅ Ｇ Ｒ ク ー ラ １ ８ 、 Ｅ
Ｇ Ｒ バ ル ブ １ ９ を 通 流 し て イ ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド ９ に 還 流 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 入 口 と 出 口 と の 圧 力 差 は 差 圧 セ ン サ ２ １ で 検 出 さ れ る 。 ま た 、 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２
の 入 口 温 度 は Ｄ Ｐ Ｆ 入 口 温 度 セ ン サ ２ ２ で 検 出 さ れ 、 出 口 温 度 は Ｄ Ｐ Ｆ 出 口 温 度 セ ン サ ２
３ で 検 出 さ れ る 。 ２ ４ は ス ロ ッ ト ル ポ ジ シ ョ ン セ ン サ で あ り 、 ア ク セ ル 踏 込 量 を 検 出 す る
。 ２ ５ は エ ン ジ ン 本 体 １ ０ の ク ラ ン ク 軸 の 回 転 速 度 を 検 出 す る ク ラ ン ク 角 セ ン サ で あ る 。
２ ６ は エ ン ジ ン 本 体 １ ０ の 水 温 を 検 出 す る 水 温 セ ン サ で あ る 。 そ れ ら セ ン サ の 検 出 信 号 は
エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ ０ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ ０ の 制 御 内 容 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 の よ う に 、 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ は 、 燃 焼 ガ ス 中 の Ｐ Ｍ （ 煤 ） を ト ラ ッ プ （ 堆 積 ） す る 。 そ の
堆 積 量 が 増 大 し す ぎ る と 目 詰 ま り を 生 じ て 排 気 抵 抗 が 増 加 し て し ま う の で 、 堆 積 し て い る
Ｐ Ｍ （ 煤 ） を 適 宜 燃 焼 除 去 し て 再 生 を 図 る 必 要 が あ る 。 Ｄ Ｐ Ｆ を 再 生 す る と き は Ｄ Ｐ Ｆ を
高 温 に す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 従 来 は 、 予 備 実 験 に 基 づ き 作 成 し た 図 ３ の よ う な 制 御 マ ッ プ を 参 照 し て 制 御 し て い た 。
具 体 的 に は 、 領 域 Ｉ で は イ ン ジ ェ ク シ ョ ン タ イ ミ ン グ を 遅 ら す こ と で （ 以 下 「 Ｉ Ｔ リ タ ー
ド 」 と い う ） 、 排 気 温 度 を 上 げ 、 Ｄ Ｐ Ｆ を 高 温 に し て Ｐ Ｍ を 燃 焼 し て い た 。 領 域 IIで は 通
常 の 燃 料 噴 射 後 に さ ら に 燃 料 を 噴 射 し て い た （ 以 下 「 ポ ス ト 噴 射 」 と い う ） 。 こ の と き 発
生 し た Ｈ Ｃ は 酸 化 触 媒 で 燃 焼 し 、 そ の 熱 で Ｐ Ｍ も 燃 焼 す る 。 さ ら に 、 領 域 IIIで は ポ ス ト
噴 射 に 加 え て 吸 気 を 絞 る 。 す る と エ ン ジ ン は 吸 入 空 気 を 吸 う 仕 事 を 行 い 、 そ れ に よ っ て も
発 熱 量 が 増 大 し 、 Ｄ Ｐ Ｆ が 高 温 に な っ て Ｐ Ｍ が 燃 焼 す る 。 な お 領 域 IVは 排 気 温 度 が Ｐ Ｍ 燃
焼 温 度 に 達 し て い る の で 特 別 な 制 御 を 必 要 と し な い 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し 、 こ の よ う に す る こ と で Ｄ Ｐ Ｆ を 再 生 で き る が 、 燃 料 の 消 費 量 が 増 す の で 、 で き
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る 限 り 行 わ な い こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 と こ ろ で 、 エ ン ジ ン の 吸 気 温 度 を 上 げ れ ば 排 気 温 度 が 上 が る 。 し た が っ て 、 あ ら か じ め
加 熱 し た 空 気 を 供 給 す れ ば 排 気 温 度 を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 性 質 を 利 用 す れ ば 、
ポ ス ト 噴 射 量 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 者 は 、 排 気 系 の 熱 を 利 用 す る こ と に 着 目 し た 。 特 に Ｄ Ｐ Ｆ は 再 生 時 に 高 温 に な る
。 そ こ で Ｄ Ｐ Ｆ の 放 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ た 空 気 を エ ン ジ ン に 吸 気 す る こ と で 、 排 気 温 度 を
上 昇 さ せ る よ う に し た の で あ る 。 た だ し 、 高 温 の 空 気 は 密 度 が 低 い の で 充 填 効 率 が 悪 化 す
る 。 そ こ で 、 平 坦 路 を 一 定 速 度 で 走 行 し て い る と き の よ う な 低 負 荷 運 転 時 で は 加 熱 空 気 を
吸 気 し 、 加 速 時 の よ う な 高 負 荷 運 転 時 で は 加 熱 し て い な い 通 常 の 空 気 を 吸 気 す る よ う に し
た 。 な お 以 下 の 実 施 形 態 で は 特 に Ｄ Ｐ Ｆ の 放 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ た 空 気 を 吸 気 す る 場 合 を
例 示 し て 説 明 し て い る が 、 Ｄ Ｐ Ｆ 以 外 の 排 気 系 の 放 熱 で 加 熱 さ れ た 空 気 を 吸 気 し て も よ い
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ ０ の 具 体 的 な 制 御 ロ ジ ッ ク に つ い て 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー
ト に 沿 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 Ｄ Ｐ Ｆ の 再 生 時 期 を 検 知 し た ら 処 理 を 開 始 す る 。 な お Ｄ Ｐ Ｆ を 再 生 し な い と き は 吸 気 切
替 弁 ３ を 閉 弁 し て お き 、 従 来 と 同 様 に 制 御 す る 。 な お Ｄ Ｐ Ｆ の 再 生 時 期 の 検 知 方 法 と し て
は 、 例 え ば 差 圧 セ ン サ ２ １ で Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 入 口 部 分 と 出 口 部 分 と の 圧 力 差 を 検 知 し 、 そ の
差 圧 が あ る 基 準 圧 よ り も 大 き く な っ た ら Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 詰 ま り が 発 生 し て お り 再 生 時 期 で あ
る と 判 定 す る 。 ま た 基 準 時 間 の 経 過 を も っ て 再 生 時 期 と 判 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 入 口 部 分 の 温 度 が 、 酸 化 触 媒 の 活 性 化 温 度 （ 以 下 「 触
媒 活 性 温 度 」 と い う ） 以 下 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の 触 媒 活 性 温 度 は 、 具 体 的 に は 機
関 の 特 性 や 運 転 条 件 等 に 基 づ い て 決 め れ ば よ い が 、 一 例 を 挙 げ る な ら ば ２ ５ ０ ℃ 程 度 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 触 媒 活 性 温 度 以 下 の と き は （ ス テ ッ プ Ｓ １ で Ｙ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に 進 み 、 少 し で も 温 度
を 上 げ る た め に 吸 気 切 替 弁 ３ を 開 弁 し て Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ で 加 熱 さ れ た 高 温 空 気 を 吸 気 す る 。 ま
た 、 吸 気 を 絞 っ て エ ン ジ ン に 吸 入 空 気 を 吸 う 仕 事 を 行 わ せ る こ と で 発 熱 さ せ る 。 さ ら に ポ
ス ト 噴 射 を 行 っ て Ｈ Ｃ の 着 火 に よ る Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 高 温 化 を 図 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 触 媒 活 性 温 度 を 上 回 る と き は （ ス テ ッ プ Ｓ １ で Ｎ ） 、 さ ら に ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て Ｄ Ｐ
Ｆ １ ２ の 入 口 部 分 の 温 度 が Ｐ Ｍ の 燃 焼 温 度 以 上 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ の Ｐ Ｍ 燃 焼 温
度 も 具 体 的 に は 機 関 の 特 性 や 運 転 条 件 等 に 基 づ い て 決 め れ ば よ い が 、 一 例 を 挙 げ る な ら ば
６ ５ ０ ℃ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｐ Ｍ 燃 焼 温 度 未 満 の と き は （ ス テ ッ プ Ｓ ３ で Ｎ ） 、 次 に ス テ ッ プ Ｓ ４ で 低 負 荷 運 転 で あ
る か 否 か を 判 定 す る 。 低 負 荷 運 転 と は 、 例 え ば 、 平 坦 路 を 一 定 速 度 で 走 行 し て い る 場 合 な
ど で あ り 、 こ の と き エ ン ジ ン は 大 き な 出 力 は 要 求 さ れ な い 。 な お こ の 判 定 は ア ク セ ル 踏 込
量 （ ス ロ ッ ト ル ポ ジ シ ョ ン セ ン サ ２ ４ の 信 号 ） に よ っ て 判 定 可 能 で あ る 。 こ の と き は ス テ
ッ プ Ｓ ５ へ 進 ん で 吸 気 切 替 弁 ３ を 開 弁 し て Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 放 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ た 空 気 を 吸
気 す る こ と で 、 排 気 温 度 を 上 げ る 。 す る と Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 温 度 が 迅 速 に 上 昇 す る 。 ま た ポ ス
ト 噴 射 を 行 う 。 こ の よ う に ポ ス ト 噴 射 を 行 う と 、 排 ガ ス 中 に は Ｈ Ｃ が 含 有 さ れ る こ と と な
り 、 そ の Ｈ Ｃ が Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ に 担 持 さ れ て い る 酸 化 触 媒 で 酸 化 （ 燃 焼 ） し て Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 高
温 化 を 図 る こ と が で き る 。 な お 、 加 熱 空 気 を 吸 気 す る こ と で 排 気 温 度 が 上 昇 す る の で 、 加
熱 空 気 を 吸 気 し な い 場 合 に 比 べ て ポ ス ト 噴 射 量 を 低 減 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 一 方 、 高 負 荷 運 転 と は 、 例 え ば 登 坂 路 を 走 行 し て い る 場 合 や 加 速 し て い る 場 合 な ど で あ
り 、 こ の と き エ ン ジ ン は 大 き な 出 力 が 要 求 さ れ る 。 こ の と き は ス テ ッ プ Ｓ ６ へ 進 ん で 吸 気
切 替 弁 ３ を 閉 弁 し て 、 加 熱 空 気 の 吸 気 を 止 め 、 新 気 ダ ク ト ２ か ら の 吸 気 を 図 る こ と で 、 空
気 の 充 填 効 率 を 下 げ な い よ う に し な が ら 、 ポ ス ト 噴 射 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 入 口 部 分 の 温 度 が Ｐ Ｍ 燃 焼 温 度 以 上 で あ る と 判 定
し た と き は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に お い て 低 負 荷 運 転 か 否 か を 判 定 し 、 低 負 荷 運 転 の と き は 、 ス
テ ッ プ Ｓ ８ へ 進 ん で 吸 気 切 替 弁 ３ を 開 弁 し て Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 放 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ た 空 気 を
吸 気 す る こ と で 、 排 気 温 度 を 上 げ 、 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 温 度 を 迅 速 に 上 昇 さ せ る こ と で Ｄ Ｐ Ｆ １
２ の 再 生 時 間 の 短 時 間 化 を 図 る 。 な お こ の と き は Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 内 部 温 度 が す で に Ｐ Ｍ の 燃
焼 温 度 に 達 し て い る の で 、 ポ ス ト 噴 射 を 行 う 必 要 は な い 。 一 方 、 高 負 荷 運 転 の と き は 、 ス
テ ッ プ Ｓ ９ へ 進 ん で 吸 気 切 替 弁 ３ を 閉 弁 し て 、 加 熱 空 気 の 吸 気 を 止 め 、 新 気 ダ ク ト ２ か ら
の 吸 気 を 図 る こ と で 、 空 気 の 充 填 効 率 を 下 げ な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 続 い て 本 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ を 再 生 す る と き は 吸 気 切 替 弁 ３ を 開 弁 し て Ｄ Ｐ Ｆ １ ２
の 放 熱 に よ っ て 加 熱 し た 空 気 を 吸 気 す る よ う に し た 。 こ れ に よ り 排 気 温 度 を 上 げ る こ と が
で き る の で 、 ポ ス ト 噴 射 を 低 減 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 燃 費 が 向 上 す る 。 ま た Ｄ Ｐ
Ｆ １ ２ の 再 生 時 間 の 短 縮 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 機 関 負 荷 が 高 い と き は 吸 気 切 替 弁 ３ を 閉 弁 し て 新 気 ダ ク ト ２ か ら 吸 気 す る よ う に
し た 。 こ の よ う に し た の で 、 空 気 の 充 填 効 率 を 下 げ ず 、 高 出 力 を 得 る こ と が で き る 。 な お
高 負 荷 の と き は 高 速 時 で も あ る こ と か ら 走 行 風 が 多 く 、 熱 害 を 生 じ に く い 状 況 に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 入 口 部 分 の 温 度 が Ｐ Ｍ 燃 焼 温 度 以 上 の と き は ポ ス ト 噴 射 を 行 わ な
い よ う に し た の で 燃 費 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に ま た 、 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ と 遮 熱 板 １ ３ と の あ い だ で Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 放 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ
た 空 気 を 吸 気 す る よ う に し た の で 、 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 周 辺 部 品 に 対 す る 熱 影 響 （ 熱 害 ） を 低 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 機 関 負 荷 が 高 い と き は 新 気 ダ ク ト か ら 吸 気 す る が 、 通 常 、 Ｄ Ｐ
Ｆ の 再 生 は 主 に 低 負 荷 で 行 う の で 、 ほ と ん ど の 場 合 は 吸 気 切 替 弁 ３ を 開 弁 し て ホ ッ ト エ ア
ダ ク ト １ ４ か ら 吸 気 す る こ と と な り 、 ポ ス ト 噴 射 を 低 減 す る こ と に よ る 燃 費 の 向 上 と い う
効 果 が 非 常 に 大 き い の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 上 記 第 １ 実 施 形 態 で は 、 Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 時 に 排 気 温 度 を 上 昇 さ せ る た め に 、 吸 気 切 替 弁 ３ を
開 弁 し て 、 Ｄ Ｐ Ｆ １ ２ の 放 熱 に よ っ て 加 熱 さ れ た 空 気 を ホ ッ ト エ ア ダ ク ト １ ４ か ら 吸 入 し
て い る 。 し か し 、 イ ン タ ー ク ー ラ ７ に よ っ て エ ン ジ ン の 吸 気 温 度 を 低 下 さ せ る の で 、 排 気
温 度 の 上 昇 効 果 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 イ ン タ ー ク ー ラ ７ に 通 流 す る 冷 却 風 を 調 整 す る イ ン タ ー ク ー
ラ シ ャ ッ タ ４ ２ を 設 け 、 Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 時 で 排 気 温 度 を 上 昇 さ せ る 必 要 が あ る と き に は 、 イ ン
タ ー ク ー ラ シ ャ ッ タ ４ ２ を 閉 じ る よ う に し た 。 こ の よ う に す る こ と で 、 イ ン タ ー ク ー ラ ７
に 通 流 す る 冷 却 風 を 低 減 さ せ る こ と が で き 、 排 気 温 度 の 上 昇 効 果 を 一 層 向 上 さ せ る こ と が
で き る の で あ る 。 以 下 で は 図 ４ の エ ン ジ ン ル ー ム の 側 面 模 式 図 を 参 照 し て 具 体 的 な 構 成 に
つ い て 説 明 す る 。 な お 以 下 で は 前 述 し た 実 施 形 態 と 同 様 の 機 能 を 果 た す 部 分 に は 同 一 の 符
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号 を 付 し て 重 複 す る 説 明 を 適 宜 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 イ ン タ ー ク ー ラ ７ は 、 フ ー ド ４ ３ に 形 成 さ れ た 冷 却 風 取 入 口 ４ ４ の 下 方 に 配 置 さ れ て い
る 。 イ ン タ ク ー ラ ７ へ は タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ６ で 過 給 さ れ た 空 気 が 流 入 す る 。 そ し て そ の 吸
気 は イ ン タ ク ー ラ ７ か ら 、 吸 気 通 路 ４ １ を 介 し て イ ン テ ー ク マ ニ ホ ー ル ド ９ を 通 流 し て エ
ン ジ ン 本 体 １ ０ に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 冷 却 風 取 入 口 ４ ４ に は イ ン タ ー ク ー ラ シ ャ ッ タ ４ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の イ
ン タ ー ク ー ラ シ ャ ッ タ ４ ２ は エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ ０ に よ っ て 開 閉 状 態 が 制 御
さ れ る 。 な お 図 ４ 中 、 一 点 破 線 が 制 御 線 で あ り 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ ０ に 接
続 さ れ る 。 図 ４ の 破 線 に 示 す よ う に イ ン タ ー ク ー ラ シ ャ ッ タ ４ ２ が 開 い た と き に は 、 破 線
矢 印 の よ う に 冷 却 風 が イ ン タ ク ー ラ ７ を 通 流 し 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ６ で 過 給 さ れ た 吸 気 を
冷 却 す る 。 一 方 、 図 ４ の 実 線 に 示 す よ う に イ ン タ ー ク ー ラ シ ャ ッ タ ４ ２ が 閉 じ た と き に は
、 冷 却 風 は イ ン タ ク ー ラ ７ を 通 流 し な い の で 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ６ で 過 給 さ れ た 吸 気 は 冷
却 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 本 実 施 形 態 で は 、 イ ン タ ー ク ー ラ シ ャ ッ タ ４ ２ の 開 閉 は 、 吸 気 切 替 弁 ３ の 開 閉 と
同 期 す る よ う に し た 。 す な わ ち 、 吸 気 切 替 弁 ３ を 開 弁 し て ホ ッ ト エ ア ダ ク ト １ ４ か ら の 空
気 を 吸 入 す る と き に は 、 イ ン タ ー ク ー ラ シ ャ ッ タ ４ ２ を 閉 じ て 、 吸 気 を 冷 却 し な い よ う に
し た 。 一 方 、 吸 気 切 替 弁 ３ を 閉 弁 し て 新 気 ダ ク ト ２ か ら の 空 気 を 吸 入 す る と き に は 、 イ ン
タ ー ク ー ラ シ ャ ッ タ ４ ２ を 開 い て 、 吸 気 を 冷 却 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に す る こ と で 、 Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 時 に 加 熱 し た 外 気 を 吸 入 す る と き に 、 イ ン タ ー ク ー
ラ シ ャ ッ タ ４ ２ を 閉 じ る の で 、 加 熱 さ れ た 吸 気 が イ ン タ ー ク ー ラ ７ を 通 過 す る と き の 放 熱
量 が 減 少 し 、 吸 気 の 温 度 低 下 が 少 な く な り 、 排 気 温 度 が 上 昇 し 、 低 負 荷 時 の Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 が
容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 に よ る Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 制 御 装 置 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 の フ ィ ル タ 再 生 制 御 装 置 は 、 バ イ パ ス 通 路 ５ １ と 、 流 路 切 替 弁 ５ ２ と を 有 す
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 バ イ パ ス 通 路 ５ １ は 、 イ ン タ ー ク ー ラ ７ の 上 流 側 の 吸 気 通 路 と 下 流 側 の 吸 気 通 路 を 連 通
す る よ う に 形 成 さ れ 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ６ で 過 給 さ れ た 吸 気 が イ ン タ ー ク ー ラ ７ を 迂 回 可
能 な 通 路 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 流 路 切 替 弁 ５ ２ は 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ６ で 過 給 さ れ た 吸 気 が イ ン タ ー ク ー ラ ７ 又 は バ イ
パ ス 通 路 ５ １ に 通 流 す る よ う に 流 路 を 切 り 替 え る 。 流 路 切 替 弁 ５ １ が 閉 弁 す る と 吸 気 は イ
ン タ ー ク ー ラ ７ に 通 流 す る 。 流 路 切 替 弁 ５ ２ が 開 弁 す る と 吸 気 は イ ン タ ー ク ー ラ ７ を バ イ
パ ス し て バ イ パ ス 通 路 ５ １ を 通 流 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 流 路 切 替 弁 ５ ２ の 開 閉 は 、 吸 気 切 替 弁 ３ の 開 閉 と 同 期 す る よ う に し た 。 す な わ ち 、 吸 気
切 替 弁 ３ を 開 弁 し て ホ ッ ト エ ア ダ ク ト １ ４ か ら の 空 気 を 吸 入 す る と き に は 、 流 路 切 替 弁 ５
２ を 開 い て 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ６ で 過 給 さ れ た 吸 気 を バ イ パ ス 通 路 ５ １ に 通 流 さ せ 、 イ ン
タ ー ク ー ラ ７ に 通 流 し な い よ う に す る 。 一 方 、 吸 気 切 替 弁 ３ を 閉 弁 し て 新 気 ダ ク ト ２ か ら
の 空 気 を 吸 入 す る と き に は 、 流 路 切 替 弁 ５ ２ を 閉 じ て 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ ６ で 過 給 さ れ た
吸 気 を イ ン タ ー ク ー ラ ７ に 通 流 さ せ て 冷 却 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に し て も 、 Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 時 に 吸 入 し て 加 熱 し た 吸 気 を バ イ パ ス 通 路 ５ １ を 通 流 さ
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せ て イ ン タ ー ク ー ラ ７ で 冷 却 し な い よ う に し た の で 、 吸 気 の 温 度 低 下 が 少 な く な り 、 排 気
温 度 が 上 昇 し 、 低 負 荷 時 の Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 そ の 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 に お い て 種 々 の
変 形 や 変 更 が 可 能 で あ り 、 そ れ ら も 本 発 明 と 均 等 で あ る こ と は 明 白 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｄ Ｐ Ｆ と 、 そ の 周 囲 に 取 り 付 け ら れ た 遮 熱 板 と の あ
い だ か ら 加 熱 空 気 を 吸 気 す る こ と と し て い る が 、 Ｄ Ｐ Ｆ 以 外 の 排 気 系 の 放 熱 で 加 熱 さ れ た
空 気 を 吸 気 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 制 御 装 置 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 制 御 装 置 の 制 御 ロ ジ ッ ク を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 制 御 に 使 用 さ れ て い た 制 御 マ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す エ ン ジ ン ル ー ム の 側 面 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 制 御 装 置 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ 　 Ｄ Ｐ Ｆ 再 生 制 御 装 置
　 ２ 　 新 気 ダ ク ト
　 ３ 　 吸 気 切 替 弁 （ 吸 気 切 替 手 段 ）
　 ７ 　 イ ン タ ー ク ー ラ
　 １ ０ 　 エ ン ジ ン 本 体
　 １ ２ 　 Ｄ Ｐ Ｆ （ フ ィ ル タ ）
　 １ ３ 　 遮 熱 板
　 １ ４ 　 ホ ッ ト エ ア ダ ク ト
　 ２ １ 　 差 圧 セ ン サ （ フ ィ ル タ 再 生 時 期 検 出 手 段 ）
　 ２ ２ 　 Ｄ Ｐ Ｆ 入 口 温 度 セ ン サ
　 ２ ４ 　 ス ロ ッ ト ル ポ ジ シ ョ ン セ ン サ
　 ３ ０ 　 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ 制 御 手 段 ）
　 ４ ２ 　 イ ン タ ー ク ー ラ シ ャ ッ タ （ 吸 気 冷 却 抑 制 手 段 ）
　 ４ ４ 　 冷 却 風 取 入 口
　 ５ １ 　 バ イ パ ス 通 路
　 ５ ２ 　 流 路 切 替 弁 （ 吸 気 冷 却 抑 制 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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